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コロナ禍での技工所の売り上げについて

売上30％以上減　４割占める
大阪府歯科技工士会　会員アンケート

権
限
・
財
源
の
収
奪

　

か
つ
て
橋
下
徹
氏
は
「（
大
阪

都
構
想
で
）
大
阪
市
が
持
っ
て
い

る
権
限
、
力
、
お
金
を
む
し
り
取

る
」
と
発
言
し
た
（
２
０
１
１
年

６
月
29
日
）。
こ
れ
が
「
大
阪
都

構
想
」
の
本
質
で
あ
る
。

　

大
阪
市
が
廃
止
・
分
割
さ
れ
れ

ば
、
強
大
な
権
限
を
持
つ
政
令
指

定
都
市
で
は
な
く
な
る
。
例
え

ば
、
大
阪
市
の
重
要
な
都
市
計
画

権
限
が
大
阪
府
に
奪
わ
れ
る
。
大

　

大
阪
府
歯
科
技
工
士
会
（
府

技
）
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
府
技
会
員
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
（
８
月
中
旬
実
施
）
か

ら
、
売
り
上
げ
が
30
％
以
上
減
少

し
て
い
る
事
業
所
が
約
４
割
に
の

ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

３
１
９
人
に
送
付
し
回
答
は
１
２

１
件
（
回
答
率
38
％
）。

阪
市
（
４
特
別
区
）
は
大
阪
港
の

開
発
や
都
市
計
画
区
域
の
決
定
が

で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
を
大
阪
府

へ
移
譲
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
阪

市
民
が
カ
ジ
ノ
建
設
に
反
対
だ
と

し
て
も
、
そ
の
決
定
は
大
阪
府
が

行
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。
大
都
市

特
有
の
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
産

業
政
策
な
ど
も
同
じ
で
、
そ
れ
ら

は
大
阪
府
へ
と
移
管
さ
れ
る
。

　

権
限
移
譲
に
と
も
な
っ
て
、
大

阪
市
か
ら
大
阪
府
へ
膨
大
な
財
源

も
移
る
。
大
阪
市
の
も
つ
８
６
０

　

コ
ロ
ナ
禍
（
４
月
〜
８
月
）
の

技
工
所
の
売
り
上
げ
状
況
で
は
、

「
現
状
維
持
」
20
％
、「
10
％
減

少
」
17
・
５
％
、「
20
％
減
少
」

25
・
８
％
、「
30
％
減
少
」
20

％
、「
40
％
減
少
」
10
％
、「
50
％

以
上
減
少
」
９
・
２
％
だ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
支
援
制
度
の
申
請
状
況

は
、「
持
続
化
給
付
金
」
22
・
５

％
、「
雇
用
調
整
助
成
金
」
37
・

５
％
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

特
別
貸
付
融
資
」
43
・
３
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

収
入
の
減
少
に
は
、
技
工
取
引

の
減
少
な
ど
が
影
響
し
て
お
り
、

協
会
は
、
医
療
機
関
と
歯
科
技
工

所
に
対
す
る
、
府
独
自
の
財
政
支

援
策
を
求
め
て
い
る
。

チ
タ
ン
鋳
造
機
導
入

「
考
え
て
い
な
い
」
８
割
以
上

　

６
月
に
保
険
導
入
さ
れ
た
チ
タ

ン
鋳
造
冠
の
製
作
に
必
要
な
鋳
造

機
の
導
入
の
意
向
を
聞
い
て
お

り
、
導
入
を
「
考
え
て
い
な
い
」

83
・
１
％
、「
考
え
て
い
る
」
３

・
４
％
、「
保
有
し
て
い
る
」
13

・
６
％
だ
っ
た
。
鋳
造
機
は
さ
ほ

ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、
新
た
に
導

入
を
考
え
て
い
る
技
工
所
は
ご
く

わ
ず
か
と
い
え
る
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

４
割
が
既
に
保
有

　

20
年
４
月
改
定
で
保
険
の
適
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
に
関
連
し
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
意
向
に
つ

い
て
、
導
入
を
「
考
え
て
い
る
」

５
・
１
％
、「
考
え
て
い
な
い
」

54
・
２
％
、「
保
有
し
て
い
る
」

40
・
７
％
だ
っ
た
。
チ
タ
ン
鋳
造

機
よ
り
も
保
有
率
は
高
い
が
、
新

た
に
導
入
す
る
技
工
所
は
少
な
い

よ
う
だ
。

０
億
円
も
の
一
般
財
源
（
地
方
税

等
）
の
う
ち
、
５
７
０
０
億
円

（
66
％
）
が
大
阪
府
の
財
源
と
な

っ
て
し
ま
う
（
２
０
１
６
年
度
決

算
）。
大
阪
市
民
は
い
ま
ま
で
自

分
た
ち
の
お
金
を
自
由
に
使
っ
て

き
た
が
、「
大
阪
都
構
想
」
で
は

そ
の
３
分
の
２
を
別
団
体
に
上
納

す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
大
阪
市
（
４
特
別
区
）
は
ま

っ
た
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な

い
た
め
、
大
阪
府
か
ら
３
５
０
０

億
円
程
度
の
交
付
金
が
渡
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
賛
成
派
は
こ
の
交

付
金
に
よ
っ
て
、
特
別
区
に
分
掌

さ
れ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

の
で
、「
大
阪
都
構
想
」
に
は
問

題
が
な
い
と
主
張
す
る
。

必
定
の
サ
ー
ビ
ス
低
下

　

し
か
し
、
特
別
区
の
財
政
は
年

度
を
追
っ
て
ひ
っ
迫
し
て
い
き
、

そ
れ
が
医
療
や
福
祉
に
直
接
影
響

を
及
ぼ
す
の
は
間
違
い
な
い
。
大

阪
府
か
ら
の
交
付
金
は
大
阪
府
議

会
で
毎
年
度
決
定
さ
れ
る
の
で
、

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
」
な
ど
と
決
し
て
約
束
で
き
な

い
。
議
会
は
、
そ
の
時
々
の
情
勢

に
合
わ
せ
て
予
算
を
決
定
す
る
こ

と
が
任
務
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

財
政
に
か
ぎ
ら
ず
、
区
役
所
体

制
や
行
政
権
限
の
配
分
な
ど
も
全

て
現
時
点
で
の
計
画
。
例
え
ば
、

現
在
の
24
行
政
区
の
区
役
所
は
そ

の
ま
ま
「
地
域
自
治
区
」
の
も
の

と
し
て
一
定
の
事
務
事
業
を
分
掌

す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
財

政
負
担
か
ら
早
晩
再
編
さ
れ
て
い

く
の
は
必
至
で
あ
る
。
賛
成
派
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
で
収
入
が
減
少
し
た
事

業
者
が
、
従
業
員
に
休
業
手

当
を
支
給
し
て
休
業
等
を
行

っ
た
場
合
に
、
休
業
手
当
相

当
額
等
を
助
成
す
る
「
雇
用

調
整
助
成
金
」（
特
例
措
置
）

の
対
象
期
間
が
、
２
０
２
２

年
12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ

た
。

　

支
給
対
象
期
間
の
末
日
の

翌
日
か
ら
２
カ
月
以
内
（
９

月
分
申
請
の
場
合
、
11
月
末

日
締
切
）
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
と

な
る
。
制
度
の
詳
細
や
申
請

を
検
討
さ
れ
る
方
は
協
会
ま

で
（
℡
06
‐
６
５
６
８
‐
７

７
３
１
）。

「
こ
れ
で
大
丈
夫
」
と
い
う
の
は

「
大
阪
都
構
想
」
の
実
現
当
初
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
は
大
阪
府

の
意
向
に
し
た
が
う
し
か
な
い
。

財
政
は
確
実
に
ひ
っ
迫

　

大
阪
府
は
大
阪
市
か
ら
奪
っ
た

都
市
計
画
や
開
発
の
権
限
を
行
使

し
、
夢
洲
開
発
や
カ
ジ
ノ
建
設
を

推
し
進
め
る
こ
と
を
公
言
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
多
額
の
地
方
債
が
発
行
さ

れ
、
後
年
度
に
そ
の
債
務
償
還
費

が
大
阪
府
の
一
般
財
源
の
負
担
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
大
阪
府
そ
の

も
の
の
財
政
負
担
が
重
く
な
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
特
別
区
の
交
付
金

が
削
ら
れ
る
の
は
必
定
で
あ
る
。

自
分
の
金
を
親
に
渡
し
、
そ
こ
か

ら
生
活
費
を
親
に
も
ら
っ
て
い
た

子
ど
も
が
、
親
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

よ
っ
て
生
活
費
さ
え
貰
え
な
く
な

っ
て
い
く
状
況
と
同
じ
だ
。
特
別

区
に
は
自
治
な
ど
存
在
し
な
い
。

膨
大
な
移
行
コ
ス
ト

　

松
井
市
長
自
身
も
言
っ
て
い
る

が
、
大
阪
府
・
市
の
間
に
「
二
重

行
政
」
は
存
在
し
な
い
に
等
し

い
。
副
首
都
推
進
局
の
資
料
で
示

さ
れ
た
二
重
行
政
の
範
囲
か
ら
、

財
政
の
削
減
効
果
を
計
算
す
る
と

た
っ
た
４
０
０
０
万
円
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
一
方
で
、「
大
阪
都
構

想
」
へ
の
移
行
に
は
２
４
１
億
円

必
要
と
な
り
、
毎
年
の
運
営
に
も

30
億
円
か
か
る
。
こ
ん
な
無
駄
な

財
政
の
使
い
方
は
前
代
未
聞
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
市

民
は
「
二
重
行
政
が
な
く
な
る
」

と
い
う
理
由
で
「
大
阪
都
構
想
」

に
賛
成
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
市
民

は
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、

現
実
を
直
視
し
な
け
れ
ば
将
来
大

変
な
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
に
な

る
。 
（
つ
づ
く
）

「
特
別
区
」
の
財
政
構
造
に
欠
陥

コ
ロ
ナ
禍

ストップストップストップストップ

想想構構 ②②

大 阪 都大 阪 都
続続

立命館大学教授
森　裕之

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
は
、
紙
面
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

法
律　

11
月
２
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

11
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

11
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

日
時　

11
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
半
〜
午
後
９
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

社
保
研
究
部
会
講
師
団

会
費　

 

無
料
、
施
設
基
準
研
修
会
修
了
証
発
行
希
望
者
は
千

円　
　

定
員　

50
人

持
参
物　

第
一
部
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策

テ
キ
ス
ト
（
２
０
１
７
年
８
月
版
）』、
第
二
部
『
絵
で
見

る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対
策
』

※
第
一
部
で
新
規
指
導
対
策
講
習
会
、
第
二
部
で
院
内
感
染

防
止
対
策
に
係
る
施
設
基
準
研
修
会

新
規
開
業
医
・
開
業
準
備
の
た
め
の
新
規
個
別
指
導

対
策
（
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係
る
研
修
含
む
）

新
規
指
導
対
策
講
習
会
／
「
歯
初
診
」
に
係
る
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

11
月
７
日
（
土
）
午
後
７
時
00
分
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

講
師　

 

貴
島
真
佐
子
氏
（
わ
か
く
さ
竜
間
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
診
療
部
歯
科
科
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

20
人

口
腔
機
能
低
下
症
へ
の
対
応
〜
保
険
診
療
で
の
実
践

に
向
け
て
〜

三
島
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

　
　
　

11
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

堀
口
正
二
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

一
人
に
つ
き
５
千
円（
２
日
分
）　　

定
員　

20
人

雇
用
管
理
の
基
礎
知
識
と
募
集
・
採
用
の
ポ
イ
ン
ト

を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
事
例
検
討

医
科
・
歯
科
共
催　

雇
用
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

林
宏
和
氏
（
林
歯
科
医
院
副
院
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

60
人

歯
科
開
業
医
の
た
め
の
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
仮
題
）

11
月
度
生
涯
研
修

▷協会ホームページから簡単申し込み
　 掲載料は３カ月で１万円！

▷費用は掲載料のみ
　 スマホからの申し込みも可！

▷更新は毎月15日

掲
載
は
会
員
限
定

※協会は情報提供のみで条件の交渉等は当事者間でお願い致します。

詳細は☞ 大阪府歯科保険医協会 検索 http://osk-net.org/job/

大阪府歯科保険医協会が運営する

求人情報サイト

雇
調
金
の
特
例
措
置

22
年
末
ま
で
延
長

新
型
コ
ロ
ナ

50％以上減少

40％減少

30％減少

20％減少

10％減少

現状維持

9.2%

10%

20%

25.8%

17.5%

20%


